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　平成27年第4回定例会は11月26日から12月9日ま
での14日間の会期で開かれました。
　この定例会には区長から、私立保育園等委託費の増額
などを計上した補正予算を含む26件の議案と報告3件
が提出されました。
　これらの議案はいずれも原案のとおり可決されました。
　また、議員から「固定資産税及び都市計画税の減免措
置の継続に関する意見書」を含む5件の議案が提出され、
継続審査となった1件を除き、それぞれ可決されました。
意見書は関係機関に送付しました。
　この定例会の会議録は、2月中旬にできあがります。会
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220 号の
主な記事

第4回定例会日程
11月26日……議案上程、委員会付託、

表決
30日……代表質問、一般質問

12月 1日……一般質問
2日……議案審査
3日……請願・陳情等の審査
9日……委員会報告及び表決

議録の詳細は、区議会ホームページ、お近くの図書館、また
は区議会事務局でご覧ください。

　区民の皆様には健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上
げます。
　平成28年の新春を迎え、江戸川区議会を代表し、新年のご挨拶
を申し上げます。
　昨年を振り返りますと、江戸川区にとって大変実りの多い一年
でありました。中でも、本区のよき住民性・地域性を象徴するよう
な出来事がありました。「美し国づくり景観大賞」の受賞です。時
間をかけて、区民の皆様との協働でつくりあげてきた「水辺風景
の再生」や「水と緑と花の景観まちづくり」などの取り組みが高く
評価されたことは、地域のまちづくりを微力ながらサポートさせ
ていただいた江戸川区議会にとっても、大変喜ばしいことです。
　また、スポーツの分野では、若い力が躍動しました。夏の甲子園
では関東一高がベスト4に進出し、とりわけ、オコエ瑠偉選手の
活躍には目を見張るものがありました。また、卓球では村松雄斗
選手らが世界大会などで活躍、さらに水泳の池江璃花子選手は競
泳・ワールドカップ東京大会において3種目を制し、日本新記録
を樹立するなど、新たな若い力の台頭により、大いに盛り上がり
をみせたところです。こうした本区に所縁のある若いアスリート
の世界的な活躍は、2020年東京オリンピック・パラリンピック競
技大会に向けて、区内スポーツの益々の発展を期待させます。昨年
の第3回定例会では、区内在住・在勤のアスリートを支援し、区民
のスポーツの機運を一層高めるため、「江戸川区スポーツ夢基金
条例」を全会一致で議決いたしました。これからも江戸川区議会

は、区民の皆様と共に区内スポーツの振興とあわせて、東京オリ
ンピック・パラリンピック競技大会を盛り上げてまいります。
　一方、区の抱える課題は多岐に渡っています。例えば、長年の課
題である水害対策については、高規格堤防をはじめとして、近隣
区との災害時広域連携や公園などへの防災施設の設置。また、子
どもたちの豊かな未来にむけては、総合的な子どもの貧困対策や
充実した教育環境など、今後も問題解決に向け、精力的に取り組
んでまいります。更には認証保育所の保育料の助成については、
かねてより区議会から要望していたところですが、今後実現の方向
で動きが出てまいりました。引き続き、区民の皆様の声をカタチ
にするため、努めてまいります。
　また、区議会のこうした動きをより分かりやすくするための努力
もしております。平成27年第1回臨時会からインターネット中継
に手話通訳を導入し、さらに予算・決算特別委員会では会議の様
子をリアルタイムでインターネットでの中継を開始しました。今後
も身近な江戸川区議会への取り組みを進めてまいります。
　世界に誇れる、住み続けたい都市の創造のため、皆様の変わらぬ
ご理解とご支援をお願い申しあげますとともに、ご健康ご多幸を
お祈りして年頭のあいさつといたします。

　平成28年新春
江戸川区議会　議　長　福本 みつひろ
　　　　　　　副議長　中道　 たかし

新年を迎え皆様のご健康とご多幸を心からお祈りいたします

「固定資産税及び都市計画税の減免
措置の継続に関する意見書」を含む
意見書4件を可決

猿の干支鈴（希望の家利用者作成）猿の干支鈴（希望の家利用者作成）

福本みつひろ議長

中道たかし副議長
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議案等の概要と結果
（○…賛成、×…反対）

会派名：自民…自由民主党、公明…公明党、民維未…民主・維新・未来、共産…日本共産党
　　　　生ネ…生活者ネットワーク

（議長を除く　計 43名）

●新たに受理されたもの 付託委員会名

30号

裁判所、検察庁、警視庁、各監督機関、各弁護士会、全報道機関、市民
オンブズマン含む、各市民団体が結託して、自賠責約款違反詐欺を隠
蔽するという。日本の憲法と三権分立を完全に破壊した、国家犯罪は、
法律を作っている、国会以外では解決できないのに、各党は、私が前
回、第22号で提出した上記、国家犯罪を付託せず、握りつぶし、隠蔽
したことに納得できないので、再度検討してもらいたい、と言う事に
関する陳情

総 務 委 員 会
参 考 送 付

皆さんから出された請願・陳情

31号 沖縄の米軍普天間飛行場代替施設建設の早期実現、沖縄米軍基地の
整理縮小及び負担軽減を求める意見書の採択を求める陳情

総 務 委 員 会
参 考 送 付

32号 精神障害者の福祉施策の増進を求める陳情 福祉健康委員会

33号 待機児童における地域格差是正に関する陳情 福祉健康委員会

34号 書類業務の量と介護報酬に関する陳情 福祉健康委員会

35号 江戸川区の職員らの情報公開に関する不正行為の是正を求める陳情 総 務 委 員 会

36号 北小岩一丁目東部地区の電柱地中化および歩道設置を求める陳情 建 設 委 員 会

件　　　　　名 概　　　　　　　要
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区長提出議案

予　
　

算

平成27年度江戸川区一般会計補正予算（第3
号）

補正額：19億8,562万1千円　補正後の総額：2,242億6,195万1千円
私立保育園等委託費等の追加。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区一般会計補正予算（第4
号）

補正額：4億8,909万2千円　補正後の総額：2,247億5,104万3千円
特別区人事委員会の勧告に基づく給与費の追加等。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区国民健康保険事業特別会計
補正予算（第3号）

国民健康保険料決定通知書及び国保健診受診券の作成等の委託による債務負担
行為の計上。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区国民健康保険事業特別会計
補正予算（第4号）

補正額：1,260万8千円　補正後の総額：857億6,542万9千円
特別区人事委員会の勧告に基づく給与費の追加等。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区介護保険事業特別会計補正
予算（第2号） 介護保険料額決定通知書等の作成等委託による債務負担行為の計上。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区介護保険事業特別会計補正
予算（第3号）

補正額：3,251万1千円　補正後の総額：377億2,791万9千円
特別区人事委員会の勧告に基づく給与費の追加等。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

平成27年度江戸川区後期高齢者医療特別会計補
正予算（第2号） 後期高齢者医療保険料額決定通知書等の作成等委託による債務負担行為の計上。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

条
例（
新
規
）

東京都市計画事業上篠崎一丁目北部土地区画整
理事業施行規程

東京都市計画事業上篠崎一丁目北部土地区画整理事業について、事業の名称及
び施行地区等について、必要な事項を定める。 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 36 7 可決

条
例（
一
部
改
正
）

江戸川区住民基本台帳カードの利用に関する条
例

マイナンバー制度の開始による個人番号カードを使用したコンビニ交付の導入
に伴い、住民基本台帳カードの利用目的にコンビニ交付を追加するなど、規定
を整備する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区印鑑条例
住民基本台帳法の改正に伴い、印鑑登録者の情報を記録した住民基本台帳カー
ドを印鑑登録者識別カードとして交付する旨の規定を削除するなど、規定を整
備する。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区保育所条例 社会福祉法人えどがわによる運営に移行するため、清新第二保育園を廃止する。 ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ ○ 38 5 可決
職員の給与に関する条例 ・特別区人事委員会の勧告に基づき、公民較差（1,413円、0.35％）を解消す

るため給料月額を引き上げる。
・民間における特別給の支給状況を勘案し、期末・勤勉手当の年間支給月数を
0.1月引上げ、4.3月とする。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

幼稚園教育職員の給与に関する条例 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

そ　
　
　

の　
　
　

他

江戸川区総合区民ホールの指定管理者の指定 指定管理者は株式会社アターブル松屋。指定期間は平成28年4月1日から平成
38年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区総合文化センターの指定管理者の指定 指定管理者はサントリーパブリシティサービスグループ。指定期間は平成28年
4月１日から平成33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区立穂高荘の指定管理者の指定 指定管理者は商船三井興産株式会社。指定期間は平成28年4月１日から平成33
年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

塩沢江戸川荘の指定管理者の指定 指定管理者は株式会社フジランド。指定期間は平成28年4月１日から平成33年
3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区民センターの指定管理者の指定 指定管理者は株式会社アターブル松屋。指定期間は平成28年4月１日から平成
33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区総合体育館の指定管理者の指定 指定管理者はミズノ・スターツ共同事業体。指定期間は平成28年4月１日から
平成33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区スポーツセンターの指定管理者の指定 指定管理者は三菱電機ビルテクノサービスグループ。指定期間は平成28年4月
１日から平成33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区スポーツランドの指定管理者の指定 指定管理者は株式会社加藤商会。指定期間は平成28年4月１日から平成33年3
月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区陸上競技場、江戸川区球場、江戸川区
臨海球技場第一及び江戸川区臨海球技場第二の
指定管理者の指定

指定管理者は株式会社オーエンス。指定期間は平成28年4月１日から平成33年
3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区立ホテルシーサイド江戸川の指定管理
者の指定

指定管理者はホテルオークラエンタープライズ・ハリマビステム共同事業体。
指定期間は平成28年4月1日から平成38年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区そよ風松島荘の指定管理者の指定 指定管理者は社会福祉法人共生会。指定期間は平成28年4月１日から平成33年
3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区立障害者就労支援センターの指定管理
者の指定

指定管理者は特定非営利活動法人自立支援センターむく。指定期間は平成28年
4月１日から平成33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

江戸川区営本一色町第二アパート、江戸川区営
江戸川中央一丁目第二アパート及び江戸川区営
中葛西四丁目アパートの指定管理者の指定

指定管理者は株式会社東急コミュニティー。指定期間は平成28年4月１日から
平成33年3月31日まで。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

報　

告

専決処分した事件の報告及び承認
平成26年度保育・幼稚園システム追加開発作業委託の履行遅滞に伴う損害賠償
金に関し、申立てがなされた「訴え提起前和解申立事件」に係る和解について、
専決処分を行った。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 承認

専決処分した事件の報告 生活一時資金及び三世代同居住宅資金の各貸付金の返済を求める訴えに係る和
解について、3件の専決処分を行った。

議決を得た契約の契約変更

・江戸川区立第三松江小学校改築に伴う電気設備工事
・江戸川区立第三松江小学校改築に伴う機械設備工事
・江戸川区立篠崎第三小学校改築に伴う電気設備工事
・江戸川区立篠崎第三小学校改築に伴う機械設備工事
・江戸川区立第三松江小学校改築工事
・江戸川区立篠崎第三小学校改築工事

議員提出議案
11号 固定資産税及び都市計画税の減免措置の継続に関する意見書

詳細は6面「議員から出され議決された
議案」をご覧ください。

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決
12号 マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担軽減を求める意見書 ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 36 7 可決
13号 夜間中学の整備と拡充を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決
14号 ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の治療推進を求める意見書 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決

今回の定例会で結果が出された請願・陳情
26号 固定資産税及び都市計画税の軽減措置の継続について意見書の提出に関する陳情 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 43 0 可決
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代表質問代表質問

子育てしやすい日本一の街
住み慣れた地域での介護を

問　少子化対策として、若い保護者への経済　少子化対策として、若い保護者への経済
支援、母親が働きやすい環境整備や保育士不足支援、母親が働きやすい環境整備や保育士不足
の解消などの関連施策を着実に進める必要がの解消などの関連施策を着実に進める必要が
ある。子どもの笑顔があふれる、子育てしやある。子どもの笑顔があふれる、子育てしや
すい日本一の街をめざし、経済的な理由からすい日本一の街をめざし、経済的な理由から
認可保育園を希望しているが認証保育所を利用認可保育園を希望しているが認証保育所を利用
せざるを得ない保護者に対して、行政サービスせざるを得ない保護者に対して、行政サービス
の受益格差が生じないよう、保育料負担軽減の受益格差が生じないよう、保育料負担軽減
措置を。措置を。
答　4月に新制度が発足し、さまざまに状況
が変化している中、認可保育園の待機児童が
保育料の高い認証保育所に通わざるを得ない
状況は確かにある。特に低所得の方への対応
については、現在研究中で、できるだけ前向き
な方向で新年度に結論を出したい。
問　これからの地域福祉について　これからの地域福祉について
①できる限り住み慣れた地域で生活できるよう①できる限り住み慣れた地域で生活できるよう
創設された現在の介護保険制度（地域密着型創設された現在の介護保険制度（地域密着型
のサービス）はまだ十分ではない。今後の体制のサービス）はまだ十分ではない。今後の体制
整備の予定は。また、地域包括ケアシステムは整備の予定は。また、地域包括ケアシステムは
熟年者や障害者などの居場所としての福祉拠点熟年者や障害者などの居場所としての福祉拠点
づくりが最も重要であるが、今後の拠点づくりづくりが最も重要であるが、今後の拠点づくり
拡大に向けた考えは。拡大に向けた考えは。
② IT を使った認知症の方の見守りや親亡き後② IT を使った認知症の方の見守りや親亡き後
の障害者のグループホーム拡充など、魅力的なの障害者のグループホーム拡充など、魅力的な
福祉の推進を。福祉の推進を。
答　①長期計画構想時から、協働という理念を
掲げ、今では地域力に対して多くの区民の理解
を得ているが、さらに地域力の充実に努める
必要がある。現在取り組んでいる地域包括ケア
システムも協働の一つであり、これを定着させる
ことでさまざまな分野に拡大し、区と区民が力
を合わせることで、合理的で豊かな地域福祉
を進めることができると考えている。
②親亡き後の障害者に対する支援として空き
店舗等を活用したグループホーム整備の支援を
検討しており、今後の拡大に向け、早期に具体
的な支援を構築していきたい。
問　建築基準法の改正により、大規模木造建築　建築基準法の改正により、大規模木造建築
がより建てやすくなり、さらに大規模木造建築がより建てやすくなり、さらに大規模木造建築
物を建設する際の建設費の支援や基本計画策物を建設する際の建設費の支援や基本計画策
定支援などが拡充された。子どもたちの学習定支援などが拡充された。子どもたちの学習
環境や精神面での影響に配慮し、これからの環境や精神面での影響に配慮し、これからの
学校建築に木造校舎の建設を。学校建築に木造校舎の建設を。
答　コストの問題などについて区民の皆様から
ご理解を得られれば研究を進めていく。
問　本区は区と区民が力を合わせ、環境整備に　本区は区と区民が力を合わせ、環境整備に
取り組み、「美し国づくり景観大賞」に選ばれた取り組み、「美し国づくり景観大賞」に選ばれた
水辺環境や葛西臨海水族園をはじめとした水辺環境や葛西臨海水族園をはじめとした
数々の観光名所がある。本区の魅力を活かした数々の観光名所がある。本区の魅力を活かした
観光まちづくり施策についての考えは。観光まちづくり施策についての考えは。
答　緑豊かな水辺をメジャーな観光資源とする
には集客力のあるイベントを開催するなど水辺
をどう活用するかが問題である。また、江戸川

区の魅力を売り出していくには区の取り組み
だけでなく、全区民的な理解や協力が必要であり、
区民のおもてなしの心の啓発を進めていく。

問　10月に平井 4丁目に開設された東北大学　10月に平井 4丁目に開設された東北大学
の「国際会計政策大学院」の教室不足の解決の「国際会計政策大学院」の教室不足の解決
策として、閉校予定の平井第二小学校の活用を。策として、閉校予定の平井第二小学校の活用を。
答　東北大学側から事業拡大に伴い拠点と
して平井第二小学校を利用したい旨の要望が
あった。区民を対象とした授業など地域に
貢献するような大学を目指していきたい。議会
や地域住民の同意のもと誘致の方向で進めて
いきたい。

東北大学「国際会計政策大学院」誘致を
平井第二小の後利用で実現へ

問　大規模水害時の対策について　大規模水害時の対策について
①荒川中堤の堤防強化の目的や完成時期など①荒川中堤の堤防強化の目的や完成時期など
工事の具体的な内容は。工事の具体的な内容は。
②周辺自治体と連携した大規模水害時の広域②周辺自治体と連携した大規模水害時の広域
避難を含めた水害対策の今後の方向性は。避難を含めた水害対策の今後の方向性は。
答　①高潮対策として1メートル程度の中堤の
かさ上げをし、機能強化を図っている。完成時期
は未定だが、早期整備を要請している。
②江東5区で今後の方策を探求しつつ、具体的
な課題を見い出し、関係機関に働きかけていく。
問　発達障害の子どもたちに配慮し、教室や　発達障害の子どもたちに配慮し、教室や
授業におけるユニバーサルデザイン化の推進授業におけるユニバーサルデザイン化の推進
と全教員へ理解を深める研修を。と全教員へ理解を深める研修を。
答　学校間で意識の差はあるが、教育課題実践
校の研究結果を踏まえ、教員の指導力向上と
子どもたちの学びの手助けとして、全教員に
重要性を浸透させていく。

問　東北大学「国際会計政策大学院」について　東北大学「国際会計政策大学院」について
①平井第二小学校閉校後に大学院として活用を。①平井第二小学校閉校後に大学院として活用を。
②地域や地元企業の連携についての考えは。②地域や地元企業の連携についての考えは。
③留学生の帰国後も継続的な国際交流を。③留学生の帰国後も継続的な国際交流を。
答　①大学院は区にとって魅力的な拠点となる。
議会や地域に相談のうえ、検討を進める。
②大学院側も地域との連携を希望しているが、
議会や地域の理解のもと取り組んでいく。
③帰国後も交流や共同研究を期待しており、
本区の国際化に繋げていきたい。
問　都の補助のもと、中小企業支援を行って　都の補助のもと、中小企業支援を行って
いるが、今後の区内中小企業対策の進め方は。いるが、今後の区内中小企業対策の進め方は。

答　従前の中小企業対策を継承しつつ、都の
施策なども参考に新しい施策を拡充していきたい。
問　都市交流の現状と今後の展望や課題は。　都市交流の現状と今後の展望や課題は。
答　現在、茨城県城里町と北海道の木古内町
から交流の申し出がある。城里町とは防災協定
を結び、木古内町とは物産展の可能性を検討
している。じっくり交流を進めていきたい。
問　加入率の低い自転車保険の加入促進と自転　加入率の低い自転車保険の加入促進と自転
車利用者に「自転車安全利用 5則」の周知を。車利用者に「自転車安全利用 5則」の周知を。
答　本区は自転車利用者が多く、狭い道路も
多いため、車道と歩道の区分けの中で走行
ルールの徹底が難しい。保険の加入促進も含め、
あらゆる機会を捉えて自転車利用の周知を行う。

いろんな意味で
トレーニング!!

問　被災からの早期復旧には住民同士の共助　被災からの早期復旧には住民同士の共助
の力が重要であり、日頃の防災訓練でさまざまの力が重要であり、日頃の防災訓練でさまざま
な被害を想定した災害時の意識確認のためのな被害を想定した災害時の意識確認のための
シミュレーション訓練の実施を。また、防災シミュレーション訓練の実施を。また、防災
意識をさらに高めるために防災対応ゲームの意識をさらに高めるために防災対応ゲームの
ようなリスクコミュニケーションツールを地域ようなリスクコミュニケーションツールを地域
防災訓練等に導入を。防災訓練等に導入を。
答　災害対策において日頃のイメージトレーニ
ングの訓練は大変重要であり、その手法として、
防災対応ゲームなどを繰り返し実施することは
大いに意義がある。既に実施している同様の
訓練も含め、区職員や関係機関、区民ととも
に繰り返し実施していくことが大切である。
問　運動不足は健康面や精神面への悪影響、　運動不足は健康面や精神面への悪影響、
社会の活力の喪失、医療費コストの増大など社会の活力の喪失、医療費コストの増大など
につながる問題であり、体力向上・生活習慣病につながる問題であり、体力向上・生活習慣病
予防はすべての世代で取り組むべき課題である。予防はすべての世代で取り組むべき課題である。
公園を利用したさらなる健康推進の取り組み公園を利用したさらなる健康推進の取り組み
とトレーニング器具の設置を。とトレーニング器具の設置を。
答　区内の470公園のうち、174カ所に446基
の健康器具を設置しており、そのうちトレーニ
ングに関するものは129基設置している。高齢
者の健康維持、子どもの体力向上のため、今後
もこれまでと同様に積極的に増やしていきたい。

問　全国で組体操による骨折等の事故が頻発　全国で組体操による骨折等の事故が頻発
している。本区においても学校の運動会で組している。本区においても学校の運動会で組
体操が取り入れられているが、安全対策や指導体操が取り入れられているが、安全対策や指導
についての考えは。についての考えは。
答　組体操の実施には、なにより安全が大切
である。児童の発達段階や体力、経験などを
踏まえた適切な指導をするように教育委員会
より通知している。校長会と基準等を検討して
おり、今後も計画的な指導、十分な安全配慮
を徹底していく。
問　中学生の姿勢への影響や家庭での出費を　中学生の姿勢への影響や家庭での出費を
考慮し、スポーツバッグタイプの指定かばんを考慮し、スポーツバッグタイプの指定かばんを
機能性に優れたリュックタイプに変更を。機能性に優れたリュックタイプに変更を。
答　通学カバンはリュックタイプが増えてきて
おり半数の学校がリュックタイプである。カバ
ンの種類は、各学校が地域や子どもの実態を
踏まえて保護者等と協議し、決めていく。

自由民主党

須賀　精二 東北大学「国際会計政策大学院」と
地域の連携について　　　　　　

公　明　党

うざわ　悦子

教室や授業にユニバーサル
デザインの推進を　　　　

民主・維新・未来

金井　しげる

公園を活用した健康推進を

区政への質問
　11月30日に代表質問および一般質問、12月1日に一般質問が行われ、区政全般の
課題について活発な論議が展開されました。ここでは質問と答弁の要旨を掲載します。
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介護の継続、小中学校の連携、
スラローム駐車場は仮設に

問　介護保険制度について　介護保険制度について
①要支援者が受けているサービスや事業者が①要支援者が受けているサービスや事業者が
受ける介護報酬についての今後の見通しは。受ける介護報酬についての今後の見通しは。
②介護福祉士の育成に区独自の奨学金制度を。②介護福祉士の育成に区独自の奨学金制度を。
③「2割負担の廃止」、「総合事業の上限額設定③「2割負担の廃止」、「総合事業の上限額設定
の廃止」及び「社会保障の財源として大企業にの廃止」及び「社会保障の財源として大企業に
税負担を求めること」について国へ要望を。税負担を求めること」について国へ要望を。
答　①2017年度までの3年間はサービスの
中身を変えず、介護報酬の水準も下げない。
2018 年度以降については今後検討していく。
②有資格者を増やすことは、全国的な課題で
あり、区としても現在検討を進めている。
③制度拡大の一途は制度の維持が危ぶまれる
ため、特定の項目のみ国に要求する考えはない。

問　小中一貫校について　小中一貫校について
①これまで取り組んできた小中連携の成果は。①これまで取り組んできた小中連携の成果は。
②小中一貫校と一般の小学校とは異なる学習②小中一貫校と一般の小学校とは異なる学習
内容で学ぶことになるのか。内容で学ぶことになるのか。
③小中一貫校よりも小中連携の充実を。③小中一貫校よりも小中連携の充実を。
答　①教員と児童・生徒の交流が深まり、教員
の 9年間を見通した教育観が醸成された。
②現在、基本方針を策定中で、その中で小中
一貫教育のあり方についても検討中である。
③小中一貫教育を視野に入れつつ、小中連携
を深め、充実させていきたい。
問　情緒障害等通級指導学級について　情緒障害等通級指導学級について
①特別支援教室の設置にあたり、教員や保護①特別支援教室の設置にあたり、教員や保護
者の声をどう反映させるか。者の声をどう反映させるか。
②拠点校でのグループ指導ができる体制を。②拠点校でのグループ指導ができる体制を。
③各学校への巡回指導時の学習専用室の設置を。③各学校への巡回指導時の学習専用室の設置を。
答　①事務局、校長及び教員の検討会を開いて
いる。保護者への説明会も順次行っていく。
②保護者等の要請に応じて通級指導システム
を残す等により対応を行っていく。
③計画的にエンカレッジルームを設置している。
問　カヌースラローム競技場建設について　カヌースラローム競技場建設について
①競技場予定地の第二駐車場の代替地は。①競技場予定地の第二駐車場の代替地は。
②区民要望を反映した施設の後利用を。②区民要望を反映した施設の後利用を。
③競技終了後の施設の維持管理の主体は。③競技終了後の施設の維持管理の主体は。
答　①第一駐車場を立体化する方向で進めて
いる。景観を損なわないよう都と調整している。
②将来展望を含めて都に意見を述べていく。
③現在、都が運営計画を策定中である。

一般質問一般質問

都立篠崎公園早期高台化の促進!
公正・公平な税運用の推進!

問　オリンピック・パラリンピックなどの国際　オリンピック・パラリンピックなどの国際
大会での活躍が期待されるトップ選手であって大会での活躍が期待されるトップ選手であって

も、費用面などの支援体制は万全ではない。も、費用面などの支援体制は万全ではない。
2019 年に日本でラグビーワールドカップの2019 年に日本でラグビーワールドカップの
開催、2020 年には東京五輪開催を控え、本区開催、2020 年には東京五輪開催を控え、本区
でもスポーツの機運が高まっている中で、第3でもスポーツの機運が高まっている中で、第3
回定例会で可決された「スポーツ夢基金条例」回定例会で可決された「スポーツ夢基金条例」
に対する区長の思いは。に対する区長の思いは。
答　スポーツ夢基金は選手の目標や夢を区民
と共有するための仕組みであり、海外と比較
して日本の選手に対する支援は薄いため、寄付
金をもとに財政的な支援を行う。江戸川区に
在住在勤で世界大会等で活躍できる人を応援
するために、現在情報収集を行っている。
問　安全・安心な高台づくりについて　安全・安心な高台づくりについて
①国などが行う大型事業により発生する建設①国などが行う大型事業により発生する建設
残土を土地の高台化などに活かす「マッチング残土を土地の高台化などに活かす「マッチング
による高台整備事業」は事業コストの低減やによる高台整備事業」は事業コストの低減や
高台化事業の早期整備などが期待されている。高台化事業の早期整備などが期待されている。
この事業の創設を踏まえ、都立篠崎公園の高台この事業の創設を踏まえ、都立篠崎公園の高台
化の早期実現に向けた区長の考えは。化の早期実現に向けた区長の考えは。
②高規格堤防事業の実施にあたり、さまざま②高規格堤防事業の実施にあたり、さまざま
な議論がある中、区は該当地区の方へ丁寧なな議論がある中、区は該当地区の方へ丁寧な
説明を行ってきた。より一層、区民の方々の高説明を行ってきた。より一層、区民の方々の高
規格堤防への理解を深めるため、わかりやすい規格堤防への理解を深めるため、わかりやすい
促進ツールを作成するなどの取り組みを。促進ツールを作成するなどの取り組みを。
答　①平成 24 年に東京都と篠崎公園の高台
化と森林公園の創出を決めており、早期整備
を望んでいる。まずはスーパー堤防事業を進め、
残土活用は手法の問題となる。
②近年はスーパー堤防の話題が、報道関係にも
大きく取り上げられ、区民の方々がスーパー
堤防について良く理解してくれていると思う。
さまざまな意見や反対はあるが、大勢の意見
を尊重して実施していく。
問　公正・公平な税運用について　公正・公平な税運用について
①区は生活保護の悪質な不正受給に対し、不正①区は生活保護の悪質な不正受給に対し、不正
受給及び不当要求等の防止や生活保護返還金受給及び不当要求等の防止や生活保護返還金
について積極的に取り組んできたが、平成 26について積極的に取り組んできたが、平成 26
年度生活保護費返還金収入未済額は 23億円年度生活保護費返還金収入未済額は 23億円
で5年前の約 2倍の金額となっている。悪質で5年前の約 2倍の金額となっている。悪質
な滞納者に対しては毅然とした対応が求めらな滞納者に対しては毅然とした対応が求めら
れるが、今後の生活保護返還金への取り組みは。れるが、今後の生活保護返還金への取り組みは。
②ジェネリック医薬品の普及は患者の医療費②ジェネリック医薬品の普及は患者の医療費
負担の軽減や医療保険による財政面の改善等負担の軽減や医療保険による財政面の改善等
につながるものであり、区民への普及・促進がにつながるものであり、区民への普及・促進が
必要である。本区でも医師会や薬剤師会など必要である。本区でも医師会や薬剤師会など
の関係機関と連携し、ジェネリック医薬品のの関係機関と連携し、ジェネリック医薬品の
使用率向上に向けたさらなる取り組みを。使用率向上に向けたさらなる取り組みを。
答　①4月の生活保護法の改正に伴い福祉部署
の調査権限が強化されたことにより、より一層
不正受給の防止に努め、調査も行っている。
収入未済額23億円の 37%がいわゆる悪質な
不正受給なので、対象を見極め適正な債権管理
業務に取り組んでいく。
②医療機関の積極的な取り組みにより、本区
のジェネリック医薬品の使用率は 23区で3番
目に高い。医療機関や区民にもさらなる周知
を行い理解を深めていく。
問　ボールを使用できる広場として、地域から　ボールを使用できる広場として、地域から
開放が望まれている松島四丁目区有地と隣接開放が望まれている松島四丁目区有地と隣接
する都有地の今後の活用構想は。する都有地の今後の活用構想は。
答　都有地を区に譲渡しないという都の当初
の意向が変わりつつあるので、地域の意向を
踏まえ、利用目的等を調整しながら、早期の
用地取得を進めていく。

災害対策・健康施策の拡充!
妊娠期からの支援の強化を!

問　災害対策のさらなる取り組みについて　災害対策のさらなる取り組みについて
①新設された公園は防災施設が設置され、地域①新設された公園は防災施設が設置され、地域
の防災活動の拠点として活用されている。既存の防災活動の拠点として活用されている。既存
の公園にも防災施設の整備を。の公園にも防災施設の整備を。
②応急排水栓設置の今後の進め方と応急給水②応急排水栓設置の今後の進め方と応急給水
用資器材セットの使用について仕組みづくりを。用資器材セットの使用について仕組みづくりを。
③避難所運営協議会の着実な推進と全地域で③避難所運営協議会の着実な推進と全地域で
実効性のある避難所開設・運営訓練の実施を。実効性のある避難所開設・運営訓練の実施を。
答　①緑基本計画の防災への取り組み方針の
もと防災施設を設置してきた。避難者が集まる
と想定される公園から優先的に設置していく。
②資器材の保管や訓練について町会・自治会
と協力し、仕組みづくりを進めていく。
③全学校への避難所運営協議会設置を進める。
職員の被災地支援の経験を活かし、地域と協力
し避難所運営の仕組みづくりを進める。
問　健康意識の向上に向けた取り組みについて　健康意識の向上に向けた取り組みについて
①小中学校からガンや生活習慣病に関する教育①小中学校からガンや生活習慣病に関する教育
や、成人式で飲酒と喫煙のマナーの啓発などや、成人式で飲酒と喫煙のマナーの啓発など
を行い、若い世代の健康意識の向上を。を行い、若い世代の健康意識の向上を。
②区内の企業や団体と協力し、働く世代の健康②区内の企業や団体と協力し、働く世代の健康
意識向上への取り組みを。意識向上への取り組みを。
答　①小中学生にがん教育を行い、家庭で授業
の話をすることで親世代の受診率の向上につな
がると考えられているので、実施を進めている。
②関係機関と協力した減塩教育や区内企業の
事業主に対して、健診の受診や無理のない働き
方など健康意識向上の働きかけをしていく。
問　妊娠から出産、子育てへの切れ目のない　妊娠から出産、子育てへの切れ目のない
支援について支援について
①健康サポートセンターの機能を強化し、妊娠①健康サポートセンターの機能を強化し、妊娠
期から保健師等の専門職による支援を。期から保健師等の専門職による支援を。
②妊娠期から子育て期までの切れ目のない②妊娠期から子育て期までの切れ目のない
支援を行うため、保健師のさらなる増員を。支援を行うため、保健師のさらなる増員を。
答　①妊娠届の提出時に健康サポートセンター
に来てもらえるよう産婦人科などと協力して
周知を進め、保健師が直接すぐに対面できる
仕組みづくりを進めていきたい。
②高齢化等の対応に伴い、3年間で12名の保健
師を増員した。状況に応じて増員していく。

教育環境の整備と
さくらシンポジウム

問　家庭や学校外で中高生の悩みなどを汲み　家庭や学校外で中高生の悩みなどを汲み
取る点でも、学校と共育プラザの連携強化が取る点でも、学校と共育プラザの連携強化が
必要である。教育委員会として共育プラザの必要である。教育委員会として共育プラザの
位置づけと学校との連携についての考えは。位置づけと学校との連携についての考えは。
答　地域社会を担う人材を育成する場所であり、
悩みなどを話しやすい場所でもあると考える。
学校との連携については、運営協議会で校長
や副校長と学校・地域の情報交換を行っており、
今後も幅広く交流を図っていきたい。
問　同居をしていない交際中の男女の間で起　同居をしていない交際中の男女の間で起
こる暴力を意味するデートDVについて、中学こる暴力を意味するデートDVについて、中学
校・高校での実態調査の実施状況と今後の実施校・高校での実態調査の実施状況と今後の実施
予定は。また、デートDV 防止講座を学校で予定は。また、デートDV 防止講座を学校で
積極的に実施するなど啓発活動の推進を。積極的に実施するなど啓発活動の推進を。
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答　現在、実態調査の予定はないが、相談を
受けている女性センター等で、ある程度実態
が把握できている。また、DV被害の拡大防止
のため、関係機関と連携し、学校における人権
教育や男女平等教育に加え、教員への人権研修
など若い世代へのDV防止啓発を進めていく。
問　音楽を通じた情操教育について　音楽を通じた情操教育について
①想像力の育成やいじめ防止のため、音楽を①想像力の育成やいじめ防止のため、音楽を
通じた情操教育の実施を。通じた情操教育の実施を。
②小中学校での特色ある音楽教育の実施状況は。②小中学校での特色ある音楽教育の実施状況は。
答　①今後も音楽教育を通じ、豊かな心を育む
教育を進める。
②小学校ではオーケストラ、中学校では和楽器
を用いた鑑賞会などを実施している。
問　第35回全国さくらシンポジウムの開催に　第35回全国さくらシンポジウムの開催に
ついてついて
①広告協賛の申込状況などさくらシンポジウム①広告協賛の申込状況などさくらシンポジウム
開催の構想や現在の進捗状況は。開催の構想や現在の進捗状況は。
②シンポジウム開催に向けた新川さくら館の②シンポジウム開催に向けた新川さくら館の
今後の展望と取り組みは。今後の展望と取り組みは。
答　①協賛金は現在68件で約500万円集まって
いる。本区らしい演出を取り入れ、タワーホール
で記念講演や交流会を実施する。
②地域とともに、にぎわいの拠点として新川
さくら館をはじめとして船堀一帯の活性化に
つなげ、桜のまちとして全国から注目される
ような取り組みをしていく。

LGBTと人権尊重、上篠崎
スーパー堤防事業中止を

問　性的マイノリティ・LGBTと人権について　性的マイノリティ・LGBTと人権について
①現状や実態についてどのように認識している①現状や実態についてどのように認識している
か。また、当事者から直接話を聞く機会を。か。また、当事者から直接話を聞く機会を。
②次期男女共同参画推進計画策定時には、性②次期男女共同参画推進計画策定時には、性
的マイノリティの人権も検討課題に。的マイノリティの人権も検討課題に。
③区民向けの講座・パネル展示の実施と区の③区民向けの講座・パネル展示の実施と区の
ホームページ等で相談窓口の案内を。ホームページ等で相談窓口の案内を。
④渋谷区や世田谷区のようなパートナーシップ④渋谷区や世田谷区のようなパートナーシップ
制度の検討を。制度の検討を。
答　①社会情勢として話題にはなっているが、
区民の深い理解が得られているわけではない
ので、人権問題として多くの区民に分かって
もらう努力をしていく。機会があれば当事者
に会って話を聞きたい。
②男女共同参画推進計画の改定時までに、よく
勉強し、どのようにするか決めていく。
③相談等組織的対応については十分研究する。
④是非論はいろいろあり、研究課題としたい。
問　スーパー堤防と上篠崎1丁目北部土地区画　スーパー堤防と上篠崎1丁目北部土地区画
整理事業について整理事業について
①住民の納得が得られないままのスーパー堤防①住民の納得が得られないままのスーパー堤防
と一体の区画整理事業の実施は絶対に許されと一体の区画整理事業の実施は絶対に許され
ない。ましてや北小岩1丁目東部地区と同様に、ない。ましてや北小岩1丁目東部地区と同様に、
「直接施行」という強制力なしには実現し得ない「直接施行」という強制力なしには実現し得ない
事業は、すぐにでもやめるべきではないか。事業は、すぐにでもやめるべきではないか。
②上篠崎1丁目北部土地区画整理事業を推進②上篠崎1丁目北部土地区画整理事業を推進
するための「まちづくり準備会」は、土地区画するための「まちづくり準備会」は、土地区画
整理法に基づく区画整理審議会とは異なるの整理法に基づく区画整理審議会とは異なるの
か。また、本来の審議会に代わるような審議は、か。また、本来の審議会に代わるような審議は、
準備会で行うべきではない。準備会で行うべきではない。
答　①多くの住民の命の安全と財産、その他
地域のことを考えると時間はかかると思うが
無駄とは言えない。強制執行については、やり

たくはない。そうせざる得ない状況もあり、
絶対にやらないという宣言はできないが、やら
ないという方針で進めていきたい。
②これまで区画整理は同様の手法をとってきて
いる。準備会は勉強会であり、審議をする場
ではない。法的な効力をもつ審議会とは全くの
別物である。

踏み込んだ子育て支援の
実施と、河川行政のあり方

問　子育て中の親支援について人との関わり　子育て中の親支援について人との関わり
が希薄な今こそ、希望の有無を問わず新生児が希薄な今こそ、希望の有無を問わず新生児
訪問事業全戸実施を。指導型ではない参加者訪問事業全戸実施を。指導型ではない参加者
中心の体験型講座を産後の早い時期に実施を。中心の体験型講座を産後の早い時期に実施を。
答　訪問の申し出のあった家庭に対応する方
針。参加者中心の講座は研究課題としていく。
問　親子を見守る地域拠点である子育てひろば　親子を見守る地域拠点である子育てひろば
のすべてに支援者の配置と民間の力を取り入れ、のすべてに支援者の配置と民間の力を取り入れ、
多様な運営の展開を。また、ひろば内一時保育多様な運営の展開を。また、ひろば内一時保育
の実施の拡大や拡充を。の実施の拡大や拡充を。
答　常駐スタッフがいないひろばは保健師が常
に対応できる体制であり、民間活力の導入は、
今後検討する。ひろば内一時保育はサービスで
あり、正規の保育事業としての位置づけではない。
問　河川整備の進捗状況は。流域自治体として、　河川整備の進捗状況は。流域自治体として、
効果的で合理的な堤防工法を考えるべき。効果的で合理的な堤防工法を考えるべき。
答　荒川全川で 26 年時 76.5km、江戸川は
23年時54.4kmの流下能力が不足。区内だけ
のデータはない。治水に責任のある国の方針
に協力していく。

国・想う次世代へつなぐ
教え思いを問う

問　次世代の体と心の栄養のため、和食の箸　次世代の体と心の栄養のため、和食の箸
の持ち方と童謡・唱歌をどのように教え導くか。の持ち方と童謡・唱歌をどのように教え導くか。
答　箸の持ち方は給食で食文化と合わせ指導
し、童謡については、小学校全学年で活用し、
伝統的音楽文化を大切にした教育を行っている。
問　オリンピック・パラリンピックを成功させる　オリンピック・パラリンピックを成功させる
ため、おもてなしチームの結成を。ため、おもてなしチームの結成を。
答　さまざまなアイデアを頂き、オリンピック
に向けたロードマップを作成中である。

第二葛西小学校の耐震性に
問題はないか

問　マンションにおける駐車場の附置義務に
ついて問う
①本区で制定している駐車場附置義務を課す
条例、都で定めている条例及び駐車場法との
法的整合性は。
②区内マンションの駐車場は高齢化などに
よって多くの空きが存在している。区民の駐車
場の需要とバランスのとれた規制を。
答　①法は自治体の条例に規制内容を委ねて
いる。区条例は都条例が規定していない点を

規定しており、整理ができている。
②平成 23 年に実施した実態調査から現状を
把握し、平成25年に要件の緩和を行った。現状
に合った柔軟な対応を行っていく。
問　第二葛西小学校の校舎に耐震性が疑われる　第二葛西小学校の校舎に耐震性が疑われる
件について問う件について問う
①耐震性が疑われる第二葛西小学校校舎に①耐震性が疑われる第二葛西小学校校舎に
関わる私の出した調査要望の結果は。関わる私の出した調査要望の結果は。
②調査結果を受けて今後の対応は。②調査結果を受けて今後の対応は。
答　①すぐに事業者から聞き取り、現地調査の
上、安全性に問題がないことを確認した。
②原因などについて調査を進め、既存の施設
や今後建設するすべての施設の検証を行う。

総合教育会議及び大綱について
文化・芸術の更なる振興を

問　総合教育会議及び大綱について　総合教育会議及び大綱について
①地方教育行政の組織及び運営に関する法律①地方教育行政の組織及び運営に関する法律
の改正に伴い、教育行政における区長の役割の改正に伴い、教育行政における区長の役割
が一層重要となった。改正法に対する区長のが一層重要となった。改正法に対する区長の
所見は。所見は。
②総合教育会議の今後の方針と会議の中で策②総合教育会議の今後の方針と会議の中で策
定することが確認された大綱に対する考えは。定することが確認された大綱に対する考えは。
答　①教育委員会が教育行政を行うための条件
整備をすることが首長の責任であると考える。
②区の長期構想を基本に、総合教育会議の中
で議論を重ね、本年度中に大綱を定めたい。
問　多様化するいじめに対して、新たな防止策　多様化するいじめに対して、新たな防止策
を積極的に取り入れ、いじめ対策の強化を。を積極的に取り入れ、いじめ対策の強化を。
答　いじめに対する感度や認識を高めるため、
スマートフォンの使用のルール等を盛り込んだ
「江戸川っ子、家庭ルール」を作成した。
問　瑞江に移転する子ども家庭支援センター　瑞江に移転する子ども家庭支援センター
を中心に児童虐待防止をどう推進していくか。を中心に児童虐待防止をどう推進していくか。
答　さまざまな課題はあるが、これまで同様に
地域と協力し、全力で取り組んでいく。
問　えどがわボランティアセンターについて　えどがわボランティアセンターについて
①ボランティアの拠点としての機能強化や人材①ボランティアの拠点としての機能強化や人材
の発掘など今後の取り組みは。の発掘など今後の取り組みは。
②関係団体と連携し災害時の機能強化を。②関係団体と連携し災害時の機能強化を。
答　①積極的に地域貢献する区民意識を醸成しつ
つ、情報提供や普及啓発など役割を果たしていく。
②希望する区民に適切な助言や支援ができる
よう災害ボランティアのあり方を究明していく。
問　文化・芸術の振興について　文化・芸術の振興について
①文化・芸術振興のさらなる展開を。①文化・芸術振興のさらなる展開を。
②文化・芸術における若い世代への支援は。②文化・芸術における若い世代への支援は。
③文化の祭典でもある五輪開催に向け、子ども③文化の祭典でもある五輪開催に向け、子ども
たちへの教育面での文化・芸術の取り組みは。たちへの教育面での文化・芸術の取り組みは。
④児童、生徒が一流の美術に触れる機会の提供を。④児童、生徒が一流の美術に触れる機会の提供を。
答　①金銭的助成や活動環境の整備を進める
ことで、本区の文化・芸術活動を高め、広めていく。
②学校での文化・芸術活動で関心を高め、それ
を助長するよう幅広い支援をしていく。
③教育レガシー創造プランを作成し、各学校で
異文化理解を深める等の取組みを検討している。
④修学旅行などだけでなく、長期休業期間に
一流の作品に触れる意義も伝えていきたい。

日本共産党

牧野　けんじ

生活者ネットワーク

本西　光枝

無所属

須賀　清次

無所属

ます　秀行

公明党

佐々木　ゆういち
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選挙で選ばれた区民の代表
です。
私たちの暮らしに大切な区
の仕事を決めていきます。

江戸川区の議員の定数は条例で44人と定められて
います。議員の任期は4年間です。

意思決定機関として区長や区議会
議員が提出した議案等の審議・議
決や区政のチェックを行います。

　公職選挙法の改正により、選挙権が20歳から18歳にまで引き下げになります。
　はじめて選挙に行かれる方をはじめ、より多くのみなさんに、議会をもっと知っていただく
ため、今号では議員の仕事や定例会など、いちばん身近な『江戸川区議会』がどのようなところ
か、ご紹介させていただきます。
　また、区議会ホームページでは会議録や過去の区議会だより
なども見ることができますので、併せてご覧ください。

みなさんみなさんとと区議会区議会 ～江戸川区議会ってどんなところ？～

区議会議員とは

任期と定数

区議会とは
議員全員が、議場に集って開く会議を「本会議」といいます。
毎年2月、6月、9月、11月に開かれる「定例会」と必要が
あるときに開かれる「臨時会」の2種類があります。

少人数で専門的に調べたり話し
合いを行う場を「委員会」とい
います。
委員会には常任委員会と特別委
員会があります。

議員全員での話し合いの場①（本会議）

少人数での話し合いの場②（委員会）

○固定資産税及び都市計画税の減免措置の継続に関する意見書
〔東京都知事　あて〕
　小規模住宅用地の都市計画税を2分の1に軽減、小規模非住宅用地の固定資産税・
都市計画税を2割減額、商業地等の固定資産税・都市計画税について負担水準の上限
を65％とする措置の28年度以降の継続を東京都に求める。

○マイナンバー制度の円滑な運営に係る財源確保等自治体の負担
　軽減を求める意見書
〔内閣総理大臣、総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣　あて〕
　マイナンバー制度導入に伴う区市町村の通知カード・個人番号カードの交付による
自治体の財政負担を軽減するため、平成28年度以降も地方公共団体情報システム機
構に支払う交付金全額を国の負担とし、十分な予算措置を図ることなどを国に求める。

○夜間中学の整備と拡充を求める意見書
〔内閣総理大臣、文部科学大臣　あて〕
　現在の夜間中学設置状況を鑑み、政府の掲げる一億総活躍社会実現のため、年齢、
国籍及び居住地に関係なく希望する誰もが学べる夜間中学の全都道府県への設置促
進などを国に求める。

○ブラッドパッチ療法の保険適用及び脳脊髄液減少症の治療推進
　を求める意見書
〔内閣総理大臣、文部科学大臣、厚生労働大臣　あて〕
　脳脊髄液減少症に対して有効なブラッドパッチ療法（硬膜外自家血注入療法）の保険
適用や早期発見・早期治療のため、医療機関への徹底した情報提供などを国に求める。

議員から出され議決された議案　－意見書は各関係機関に送りました－

江戸川区議会 検索

投
票
箱

モニター（議員が質問する
時の残り時間を表します。）

議長席

区長席

鋳物でできた議長席の背景

区の幹部席

氏名柱（立てることで出席を表します。）

演  壇

傍聴席から見た議場の様子



平成28年1月1日現在

区議会
自由民主党

14名
直通（5662）5111
http://edogawa-
jimin.jp/

無所属
直通

（5662）1993

無所属
直通

（5662）0074
http://

sasayan.jp/

無所属
直通

（5662）0102
http://

www.masu-
hideyuki.
com/

日本共産党
江戸川区議員団

5名
直通（5662）5113
http://jcp-edogawa.com/

民主・維新・未来
5名

直通（5662）5116

江戸川区議会会派等別議員一覧
氏 名
住 所
電 話 番 号
当 選 回 数

【会派内の役職・議席番号順】【◎幹事長　□幹事長代行　○副幹事長　△幹事】

ふじさわ 進 一
南小岩6－28－11
3658－0783 ④

須 賀 精 二
江戸川2－8－1
3679－8373 ⑥

○うざわ 悦 子
東葛西6－10－18－701
3686－7461 ④

須 賀 清 次
東葛西4－27－13
3688－7001 ⑤

笹 本 ひ さ し
北小岩6－16－1－2F
5668－2636 ③

田 中じゅん子
上篠崎3－10－11
6638－7465 ⑤

△中山たかひと
西瑞江3－36－4
3677－0072 ②

△野 﨑 まこと
西葛西6－8－13－2F
3869－8125 ①

栗 原 ゆ た か
中 央 3 － 5 － 2
3674－6025 ①

◎田 中 寿 一
船 堀 3 － 1 － 3
5679－0413 ③

○島 村 和 成
平井5－51－12
3617－3471 ⑦

□渡 部 正 明
松島4－20－13
3653－9346 ⑦

田 島 す す む
鹿骨4－21－2
3670－7716 ⑦

○えぞえ亮 一
南篠崎町5－12－2－803
3677－6622 ③

△セ バ タ 勇
平井2－17－3
3637－4050 ⑨

牧 野 け ん じ
東小岩3－13－9
6331－1791 ①

須 田 哲 二
篠崎町5－14－10－1003
3677－2616 ④

ま す 秀 行
南葛西4－21－3－402
6662－7890 ②

◎小 俣 のり子
中央2－22－4
3655－4422 ④

○大 橋みえ子
中葛西8－6－2
5674－3753 ②

◎本 西 光 枝
東小松川3－35－13－205
5607－5975 ①

○伊 藤 ひとみ
南葛西6－17－15－204
3675－9220 ①

生活者ネットワーク
2名

直通（5662）2752
http://edogawa.
seikatsusha.me/

◎中 里 省 三
松江3－12－3
6312－1486 ③

△金 井しげる
南小岩3－15－20
6657－9897 ②

△神尾てるあき
春江町3－32－3
5243－8311 ①

△小野塚あやか
東葛西5－9－9－506
080－9817－8869 ①

高 木ひでたか
一之江3－18－3
5661－4608 ④

はやかわ和江
松本1－10－6
5678－0777 ④

大 西 洋 平
篠崎町2－1－10－305
5664－2024 ②

斉 藤まさたか
北小岩8－24－6
3672－5849 ③

区議会だより編集委員会（◎委員長　○副委員長）

◎　田中　寿一　　　　　中里　省三　
○　川瀬　やすのり　　　小俣　のり子

福本みつひろ
東葛西8－7－33
3877－0541 ④

江戸川区議会
公明党
13名

直通（5662）5112
http://www.e-
komei.com/

◎川瀬やすのり
江戸川1－21－23
5636－5530 ⑤

○関 根まみ子
春江町4－18－10－102
3869－0978 ③

所 た か ひ ろ
新堀1－13－7
3670－0334 ②

□○竹内すすむ
松江3－14－19
3652－6798 ⑤

太 田きみひろ
平井6－32－2
6657－2641 ②

堀 江そういち
西小岩2－17－1－603
3658－8597 ③

伊 藤 て る 子
中葛西5－2－7－309
6903－7742 ③

○くぼた 龍 一
中葛西2－26－10－1005
3686－1939 ③

佐々木ゆういち
北葛西5－4－15
5605－9262 ②

竹 平 ち は る
東小岩1－14－6
5876－7376 ②

中 道 た か し
大杉1－1－1－703
5607－0835 ③

無所属
直通

（5662）0109
http://

n-shishi.jp/
中津川まさあき
南篠崎町1－22－2
3678－1660 ②

無所属
直通

（5662）8364
http://

www.iwata-
masakazu.
com/

岩 田まさかず
上篠崎3－9－13
3679－3223 ①

無所属議員…会派（所属議員が 2人以上のグループ）を組まない議員のことを
「無所属議員」と呼んでいます。
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江戸川区議会事務局　☎5662-6736（ダイヤルイン）

区議会を身近に感じていただくため、
第4回定例会の初日に議場コンサートを
開催しました。

江戸川区議会の１年間江戸川区議会の１年間

44月月 4月26日の選挙で4月26日の選挙で
44名の議員が選出されました。44名の議員が選出されました。 55月月 平成27年第1回臨時会から

インターネット中継に
手話通訳を導入しました。

77月月 区内の自転車盗難を減らすため、区内の自転車盗難を減らすため、
区内各所で「自転車盗撲滅大作戦」に参加しました。区内各所で「自転車盗撲滅大作戦」に参加しました。

江戸川区総合防災訓練では江戸川区総合防災訓練では
情報収集訓練や参集訓練を行いました。情報収集訓練や参集訓練を行いました。

1010月月 平成27年決算特別委員会より平成27年決算特別委員会より
インターネットでの映像配信を開始。インターネットでの映像配信を開始。

1111月月
2月19日（金）……… 本会議（議案上程、委員会付託）
23日（火）……… 本会議（一般質問）
24日（水）……… 本会議（一般質問）
25・26・29日

3月 1・3・4・7・9日　　予算特別委員会

10日（木）……… 常任委員会（議案審査）

3月11日（金）……… 各常任委員会（請願・陳情等の審査）
23日（水）……… 本会議（委員会報告及び表決）

※本会議は午後1時、各委員会は午前10時開会予定です。
※傍聴の受付は、本会議は開会日当日の正午以降、各委員会は開会日当日の午前
　8時30分以降に区役所西棟3階の区議会事務局で先着順に受付しています。
なお、定員がありますので詳しくは区議会事務局までお問い合わせください。

⎫
⎬
⎭

平成28年第1回定例会開催予定


